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第
一
八
一
回
重
信
町
議
会
定
例
会
は
、

九
月
一
四
日
か
ら
二
一
日
ま
で
八
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
一
三
年
度
一
般
会
計
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
及
び
条

例
の
一
部
改
正
等
、
一
九
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
一
二
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
認
定
議
案
八
件
に
つ
い

て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
七
名
の
議
員
か
ら
、
第
四

次
総
合
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
少
年
式
の

記
念
品
に
つ
い
て
、
生
活
基
盤
整
備
に
つ

い
て
、
公
選
法
違
反
事
件
に
つ
い
て
、
水

害
復
旧
そ
の
後
に
つ
い
て
、
合
併
問
題
に

つ
い
て
、
山
鳥
坂
ダ
ム
中
予
分
水
に
つ
い

て
等
、
様
々
な
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

平
成
一
三
年
度
補
正
予
算

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
費

一
億
六
二
二
万
二
千
円

○
農
業
集
落
排
水
事
業
費

七
〇
二
五
万
一
千
円

主
な
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

○
町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
農
村
総
合
整
備
事
業
（
牛
渕
地
区
）

に
伴
う
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て

○
土
地
改
良
事
業（
下
林
見
舞
野
地
区
）

に
伴
う
字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と

に
つ
い
て

○
重
信
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

○
公
共
下
水
道
汚
水
管
渠
工
事
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
員
に
桐
野
猛
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、「『
国
が
乳
幼
児
医
療
費
の
無

料
化
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
』
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
の
請
願
書
」、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

交
渉
で
新
し
い
貿
易
ル
ー
ル
の
確
率
を
求

め
る
請
願
」
に
つ
い
て
採
択
し
、
政
府
関

係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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一
〇
月
、
子
ど
も
も
大
人
も

一
緒
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ

ョ
イ
と
威
勢
の
よ
い
御
輿
の
担

き
比
べ
、
し
し
ま
い
、
祭
り
囃

子
が
賑
や
か
に
聞
こ
え
て
く
る

季
節
で
す
。

地
域
に
元
気
な
子
ど
も
の
声

が
こ
だ
ま
し
、
活
気
に
満
ち
て

さ
ら
に
盛
り
上
が
る
重
信
町
は
、

自
然
に
恵
ま
れ
、
人
情
も
豊
か

で
す
。

し
か
し
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

は
、
子
ど
も
の
姿
が
見
え
ず
、

ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
と
危
惧
さ

れ
る
昨
今
で
す
。

地
域
の
伝
統
行
事
に
は
、
み

ん
な
で
積
極
的
に
参
加
し
、
お

世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
役
員
さ

ん
任
せ
だ
け
で
な
く
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
大
人
も

子
ど
も
も
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、

創
意
工
夫
し
、
協
力
す
れ
ば
、

楽
し
さ
も
、
喜
び
も
倍
増
し
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

通
し
て
、
地
域
の
方
々
と
の
コ

│
こ
ど
も
は
地
域
の
宝
、
み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
│

地
域
行
事
に
は
、

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

重
信
町
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
、

心
も
豊
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
親
子
で
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
、
会
話
も
弾
む
と
思
い

ま
す
。

最
近
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
事
件
や
事
故
、
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
が
、
人
間
ら
し

さ
を
取
り
戻
し
、
澄
み
切
っ
た

青
空
の
も
と
、
気
持
ち
を
切
り

替
え
て
、
飛
び
出
し
ま
し
ょ
う
。

九
月
の
初
め
に
、
高
知
県
南
西

部
を
襲
っ
た
豪
雨
の
あ
と
、
そ
の

後
始
末
に
来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
ぶ
り
に
対
し
、
あ
る
中
年
の

男
性
の
方
が
、
涙
な
が
ら
に
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
様
子
が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
男
性
は
、「
私
も
今

後
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
た
い
。」と
述
べ
て

い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
く
見
直

さ
れ
た
の
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

の
あ
と
の
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
躍
で
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
成
立
し
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
の
意

志
、
自
己
責
任
で
行
う
行
動
で
あ

り
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
個
人
の

行
動
」
な
の
で
す
。
そ
の
「
個
人

の
行
動
」
を
組
織
化
し
、
よ
り
大

き
な
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
す
る

こ
と
が
社
会
か
ら
要
請
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
社
会
は
、

行
政
セ
ク
タ
ー
、
企
業
セ
ク
タ
ー
、

市
民
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
セ
ク
タ
ー
で
成

り
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
市
民
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
セ
ク
タ

ー
は
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す

が
、
欧
米
で
は
、
こ
の
三
つ
が
完

全
に
対
等
な
立
場
で
社
会
を
構
成

し
て
い
る
の
で
す
。

我
が
国
で
も
、
一
人
一
人
が
、

市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
多
様

な
市
民
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
行
政
セ
ク
タ
ー
、
企
業

セ
ク
タ
ー
と
対
等
な
市
民
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
セ
ク
タ
ー
を
確
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、
昨
年
四
月
の
介
護
保
険

制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
法

人
格
を
取
得
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
介
護

保
険
事
業
に
参
入
し
、
自
ら
事
業

を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
が
根
付
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。
現
在

四
〇
〇
〇
を
越
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
、
主
に
福
祉
の
分
野
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

政
治
と
経
済
に
と
っ
て
九
〇
年

代
は
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と

っ
て
は
「
生
長
し
た
一
〇
年
」
と

言
っ
て
も
い
い
よ
う
で
す
。
三
つ

の
セ
ク
タ
ー
は
、
徐
々
に
近
づ
き
、

対
等
へ
の
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

左
記
の
「
人
権
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

第２回「人権ゼミナール」
¡と　き 10月19日f 15:30～
¡ところ 重信町役場４階　大会議室
¡演　題 「ボランティアとＮＰＯ」

－多様な市民活動へ発展させるために－

¡講　師 竹内　よし子先生
（愛媛県生涯学習推進講師
えひめＮＰＯ研究会代表世話人）
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Ａ ＢＵＳＹ ＳＵＭＭＥＲ� 忙しかった夏�
　Ｍｙ ｓｅｃｏｎｄ ｓｕｍｍｅｒ ｉｎ Ｊａｐａｎ ｈａｓ ｎｅａｒｌｙ ｆｉｎｉｓｈｅｄ ａｎｄ ｉｔ ｈａｓ ｂｅｅｎ 
ｍｕｃｈ ｂｕｓｉｅｒ ａｎｄ ｍｏｒｅ ｈｕｍｉｄ ｏｎｅ ｔｈａｎ ｌａｓｔ ｙｅａｒ．
　Ａｓ ｙｏｕ ｋｎｏｗ ｆｒｏｍ ｍｙ ｌａｓｔ ａｒｔｉｃｌｅ Ｉ ｗｅｎｔ ｂａｃｋ ｔｏ Ｅｎｇｌａｎｄ ｆｏｒ 
ｔｗｏ ｗｅｅｋｓ ａｔ ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ Ｊｕｌｙ．Ｏｎ ｍｙ ｒｅｔｕｒｎ Ｉ ｍａｄｅ ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔｓ 
ｔｏ ｍｏｖｅ ｈｏｕｓｅ ｆｒｏｍ Ｓｈｉｇｅｎｏｂｕ ｔｏ Ｍａｔｓｕｙａｍａ．Ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｈｅｌｐ ｏｆ Ｍｒ 
Ｈｉｒａｍａｔｓｕ Ｉ ｆｏｕｎｄ ａ ｆｌａｔ ｑｕｉｔｅ ｑｕｉｃｋｌｙ ｂｕｔ Ｉ ｓｔｉｌｌ ｃｏｕｌｄｎ’ｔ ｑｕｉｔｅ 
ｆｉｇｕｒｅ ｏｕｔ ｔｈｅ ｌｏｇｉｃ ｏｆ “ｋｅｙ” ｍｏｎｅｙ ａｎｄ “ｄｅｐｏｓｉｔ” ｍｏｎｅｙ（ｉｎ Ｅｕｒｏｐｅ 
ａｎｄ Ａｍｅｒｉｃａ ｄｅｐｏｓｉｔ ｍｅａｎｓ ｍｏｎｅｙ ｙｏｕ ｇｅｔ ｂａｃｋ）．Ｉ ｔｈｉｎｋ ｉｔ ｉｓ ｂｅｓｔ 
ｊｕｓｔ ｔｏ ｃａｌｌ ｉｔ “ｂｙｅ－ｂｙｅ” ｍｏｎｅｙ！Ｔｈｅ ｄａｙ Ｉ ｍｏｖｅｄ ｈｏｕｓｅ ｉｔ ｒａｉｎｅｄ 
ｎｏｎ ｓｔｏｐ．Ｉ ｔｈｉｎｋ ｉｔ ｉｓ ｂｅｓｔ ｊｕｓｔ ｔｏ ｃａｌｌ ｔｈｉｎｇｓ ｕｐ ｆｉｖｅ ｆｉｇｈｔｓ ｏｆ ｓｔａｉｒｓ 
ｂｕｔ ｌｕｃｋｉｌｙ Ｉ ｈａｄ ｆｏｕｒ ｏｔｈｅｒ ｐｅｏｐｌｅ ｈｅｌｐｉｎｇ．
　Ｄｕｒｉｎｇ ｓｕｍｍｅｒ Ｉ ａｌｓｏ ａｔｔｅｎｄｅｄ ａｎ ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ ｔｗｏ ｗｅｅｋ Ｊａｐａｎｅｓｅ 
ｃｏｕｒｓｅ ａｔ ＥＰＩＣ（Ｅｈｉｍｅ Ｐｒｅｆｅｃｔｕｒｅ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｅｎｔｅｒ）．Ｉｔ ｗａｓ ｖｅｒｙ 
ｇｏｏｄ ｃｏｕｒｓｅ ａｎｄ ｉｔ ｉｎｓｐｉｒｅｄ ｍｅ ａｐｐｌｙ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ 
ｔｅｓｔ． Ｉ ｈａｖｅ ｄｅｃｉｄｅｄ ｔｏ ｇｏ ｆｏｒ ｌｅｖｅｌ ｔｈｒｅｅ ｗｈｉｃｈ ｍｅａｎｓ Ｉ ｈａｖｅ ｔｏ 
ｌｅａｒｎ ｔｈｒｅｅ ｈｕｎｄｒｅｄ ｋａｎｊｉ ｂｅｆｏｒｅ Ｄｅｃｅｍｂｅｒ．Ｉ ｈｏｐｅ ｔｈａｔ ｉｓ ｐｏｓｓｉｂｌｅ！
　Ｅｖｅｎ ｔｈｏｕｇｈ Ｉ ｗａｓ ｑｕｉｔｅ ｂｕｓｙ Ｉ ｓｔｉｌｌ ｈａｄ ｔｉｍｅ ｔｏ ｔｒａｖｅｌ ａ ｌｅｔｔｌｅ 
ｉｎ Ｅｈｉｍｅ，Ｉ ｗｅｎｔ ｔｏ Ｆｕｔａｍｉ，Ｂａｉｓｈｉｎｊｉ ａｎｄ Ｍｔ．Ｉｓｈｉｚｕｃｈｉ．Ａｔ Ｆｕｔａｍｉ ｔｈｅｒｅ 
ｗａｓ ａ ｓａｙａｎｏｒａ ｐａｒｔｙ ｆｏｒ ＡＬＴｓ ｔｈａｔ ｗｅｒｅ ｌｅａｖｉｎｇ Ｊａｐａｎ，ｉｔ ｗａｓ ｓａｄ 
ｔｏ ｓｅｅ ｓｏｍｅ ｐｅｏｐｌｅ ｆｏｒ ｔｈｅ ｌａｓｔ ｔｉｍｅ．Ａｔ Ｂａｉｓｈｉｎｊｉ Ｉ ｒｏｄｅ ａ ｂａｎａｎａ 
ｂｏａｔ，Ｉ ｔｈｏｕｇｈｔ ｔｈｅ ｂｅｓｔ ｐａｒｔ ｏｆ ｔｈｉｓ ｗａｓ ｌｏｓｉｎｇ ｂａｌａｎｃｅ ａｎｄ ｆａｌｌｉｎｇ 
ｉｎ ｔｈｅ ｓｅａ ｗｈｉｃｈ ｍｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｒｉｅｎｄｓ ｆｏｕｎｄ ｑｕｉｔｅ ｓｔｒａｎｇｅ！Ｉ ａｌｓｏ 
ａｍａｓｈｅｄ ａ ｗａｔｅｒ ｍｅｌｏｎ ｗｉｔｈ ａ ｗｏｏｄｅｎ ｓｔｉｃｋ ｗｈｉｌｅ ｂｌｉｎｄｆｏｌｄｅｄ ｗｈｉｃｈ 
ｗａｓ ｇｏｏｄ ｆｕｎ．Ａｔ Ｉｓｈｉｚｕｃｈｉ Ｉ ｃｌｉｍｂｅｄ ｔｈｅ ｃｈａｉｎｓ ａｇａｉｎ ｂｕｔ ｔｈｅｙ ｓｅｅｍｅｄ 
ｍｕｃｈ ｍｏｒｅ ｄｉｆｆｅｃｕｌｔ ｔｈｉｓ ｙｅａｒ． Ｉｔ ｗａｓ ｈａｒｄ ｗｏｒｋ ｂｕｔ ｔｈｅ ｖｉｅｗｓ 
ｗｅｒｅ ｗｏｒｔｈ ｉｔ．�

　日本に来て二度目の夏が終わりました。昨年より忙しく、蒸
し暑かったですね。
　先月号をご覧になった方はご存じでしょうが、７月の終わり
に２週間ほど里帰りをさせていただきました。重信に帰ってく
るとすぐ、松山へ引っ越ししました。部屋はすぐ見つかったの
ですが、未だに礼金と敷金のことがよく分かりません。（欧米で
は、敷金とは必ず戻ってくるお金をいいます。）“バイバイマネー”
とでも呼んだ方がいいのではないでしょうか。引っ越しをした
日はどしゃ降りの雨で、５階まで上げるのに苦労しました。４人
の友達に手伝ってもらいました。
　この夏は、国際交流センターでの日本語講座にも参加し、２
週間みっちり勉強した結果、日本語能力検定試験というものを
受けてみようという気になっています。12月までに300以上の
漢字をおぼえて、３級に挑戦する予定です。やれそうです！
　かなり忙しかったのに、県内あちこちに行くことができました。
双海、梅津寺、石鎚山です。双海では、ＡＬＴのお別れ会をし、梅
津寺ではバナナボートに乗ってバランスを崩し、海に落ちました。
また、目隠しをしてスイカ割りもしました。石鎚山には鎖を伝
って登り、昨年よりも難しく感じましたが、眺めはすばらしく、
その苦労が報われました。�

　
平
成
十
二
年
九
月
十
三
日
、
監
査
委
員
に
対

し
、
千
七
百
七
十
六
人
分
の
有
効
署
名
簿
を
添

え
て
左
記
の
事
務
監
査
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。�

�

　
愛
媛
県
温
泉
郡
重
信
町
事
務
監
査
請
求
書�

　
事
務
監
査
請
求
の
要
旨

一
、
請
求
の
要
旨

　
（一）
　
社
会
福
祉
法
人
喜
久
寿
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
重
信
（
通
称
・
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
）

に
か
か
る
「
愛
媛
県
企
画
情
報
部
県
政
広

報
課
情
報
公
開
課
・
情
報
公
開
法
に
基
づ

き
公
文
章
公
開
申
請
に
よ
る
」
社
会
福
祉

の
医
療
事
業
団
に
対
す
る
償
還
計
画
等
調
・

重
信
町
長
＝(

福)

喜
久
寿
で
取
り
交
し
た

確
約
書
・
こ
れ
に
か
か
る
重
信
町
議
会
定

例
会
会
議
録
・
老
人
福
祉
新
施
設
設
立
に

か
か
る
補
助
金
・(

福)

喜
久
寿
自
己
資
金

を
重
信
町
提
供
等
等
一
連
の
文
章
の
公
開

を
第
三
者
が
見
て
も
理
解
で
き
る
よ
う
な

明
確
な
も
の
を
求
め
る
。

　
　
①
　
施
設
建
築
計
画
文
書
の
公
開
を
請
求

　
　
②
　
施
設
建
設
採
択
に
か
か
わ
る
委
員
の

氏
名
・
審
議
過
程
に
関
す
る
文
書
の
公

開
を
請
求

　
　
③
　
施
設
建
設
・
建
築
・
設
備
機
器
等
、

建
設
に
関
与
す
る
こ
れ
ら
に
か
か
わ
る

資
金
の
流
れ
に
つ
い
て
の
文
書
の
公
開

を
請
求

　
　
④
　
平
成
六
年
六
月
二
十
八
日
和
田
町
長
・

平
岡
議
長
・(
福)

喜
久
寿
菊
地
理
事
長

等
の
事
前
交
渉
の
結
果
作
成
し
た
「
確

約
書
」
重
信
町
が
補
助
金
交
付
の
決
定

に
つ
い
て
の
文
書
の
公
開
を
請
求

　
　
⑤
　(

福)

喜
久
寿
の
自
己
資
金
を
重
信
町

が
提
供
者
と
し
て
の
資
金
支
出
に
関
す

る
文
書
の
公
開
を
請
求

　
　
⑥
　
平
成
七
年
か
ら
通
年
に
わ
た
る
愛
媛

県
社
会
福
祉
事
業
団
か
ら
の
借
入
金
七

億
五
千
万
円
に
対
し
て
、
元
利
金
を
重

信
町
老
人
福
祉
費
と
し
て
代
理
弁
済
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
文
書
の
公
開
を
請

求

　
　
⑦
　
施
設
建
設
に
か
か
る
用
地
提
供
・
取

得
等
一
連
の
状
況
と
建
物
抵
当
権
設
定

に
つ
い
て
の
文
書
の
公
開

　
（二）
　
前
記
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
重
信
の
建

設
に
か
か
わ
る
老
人
福
祉
設
備
費
・
補
助

金
の
交
付
申
請
及
び
支
出
に
か
か
る
文
書

の
公
開
を
請
求

　
（三）
　
こ
れ
ら
に
関
す
る
「
会
計
検
査
に
か
か

る
書
類
」
の
文
書
の
公
開
を
請
求

二
、
請
求
代
表
者

　
愛
媛
県
温
泉
郡
重
信
町

　
　
大
字
下
林
甲
二
七
五
七
番
地

　
　
　
　
　
谷
松
薫

　
愛
媛
県
温
泉
郡
重
信
町

　
　
大
字
横
河
原
三
三
二
番
地
三

　
　
　
　
　
信
原
⁄
也

　
右
の
と
お
り
地
方
自
治
法
第
七
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
事
務
監
査
を
請
求
い
た
し
ま

す
。�

重
信
町
事
務
監
査
請
求�



14



15

日� 行　　　　　　事� 移動図書館車� 当 番 医 � ご　　　み�

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

B

C

D

E

F

G

A

10/１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

11/１

２

３

４�

国民健康保険税(4期)納期限
国民年金保険料納付期日
�
�
社会保険出張相談所 10:00～15:30 商工会館
読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館
手話教室 19:00～ 町民会館
第3回人権講座 19:30～ 重信町役場
�
�
第4回しげのぶ国際音楽の日記念コンサート 19:30～ 町民会館
�
大人と子どものふれあい広場「バードウォッチング」 7:00～ 佐田岬
�

パソコン講座(12日まで) 町民会館
�
�
�
行政・心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館
 �
中央料理教室 9:30～ 町民会館
�
重信町獅子舞大会 13:00～ 町民会館
お話会 14:00～ 図書館�
地方祭
廃棄図書交換市 図書館

�
�
�
読書会「源氏物語」 13:30～15:30 町民会館
�
人権相談 10:00～15:00 役場
手話教室 19:00～ 町民会館
第３回人権ゼミナール 15:30～ 役場

�
�
�

�
�
�
愛媛県公民館研究大会(25日まで) 町民会館
�
心配ごと相談 13:00～15:00 町民会館
�
�
�
お話会 14:00～ 図書館
�
廃棄図書交換市 図書館
「日本バスケットボール第３回Ｗリーグ」 12:00～ ツインドーム重信

�
�
町県民税(3期) 国民健康保険税(5期)納期限
国民年金保険料納付期日
水道使用料(8・9月分)納期限

�
社会保険出張相談所 10:00～15:30 商工会館
第37回重信町文化祭(4日まで) 町民会館他

北吉井幼稚園�

重信幼稚園

拝志小学校�

上林小学校�

 (図書館休館)

 (図書館休館)

 (図書館休館)

 (図書館休館)

 (図書館休館)

 (図書館休館)

拝志小学校�

上林小学校

 (図書館休館)

山之内・樋口・横河原�

北吉井幼稚園�

重信幼稚園

拝志小学校�

上林小学校

 (図書館休館)

中川病院
†976_7811

国立療養所愛媛病院
†964_2411

岸本医院
†966_5670 

重信クリニック
†964_1188 
宮内病院
†975_0091

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�

志津川・八反地・西岡・�
田窪・牛渕・牛渕団地�

上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田

上樋・播磨台・野田・�
新村・北野田

上村・下林・上林�

上村・下林・上林�

愛媛十全医療学院附属病院
†966_5011
いのうえ小児科
†955_0055

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原�

燃やさないごみ:横河原以外②�
粗大ごみ:志津川(八反地を除く)・田窪団地�

粗大ごみ:横河原・志津川(八�
反地を除く)・田窪団地以外�

燃やさないごみ:全地区①横河原②�
粗大ごみ:横河原・下林�

ごみ収集休み�

ごみ収集休み�

燃やさないごみ　①空き缶・金属類、びん・ガラス類　②ペットボトル、その他�

★10月14日Aは地方祭のためごみを出せない区があります。ご注意ください。




